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「つながろう 湯浅！」
～人と人とがつながる家庭教育支援～

湯浅町教育委員会
家庭教育支援チーム「とらいあんぐる」



和歌山県・有田郡・湯浅町

特産：みかん・びわ
アジ・サバの漁場
醤油・金山寺味噌

文化：熊野古道
伝統的建造物群保存地区
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田村小学校

田栖川小学校

湯浅中学校

湯浅小学校

山田小学校

吉川分校



湯浅町の状況

Ｈ２７年（１２月現在）

人口：約１３，０００人

小学校４校 児童数：約６２０人（約４６０世帯）

中学校１校 生徒数：約３４０人（約３２０世帯）

児童生徒数合計：約９６０人（約７８０世帯）

町立保育所（３所）

私立幼稚園（１園）

私立保育園（１園）

子育て支援センター（１ヶ所・町立保育所内）
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学校の課題
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以前：生徒指導上の問題行動（反社会的行動）

子ども自身の問題として

最近：家庭環境・養育の問題（非社会的行動）

子どもをとりまく環境の問題として



地域社会の課題

核家族化

単親家庭の増加

地域社会の希薄化

地方経済の衰退
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■子育て経験の非継承
■子育てへの無関心
■親の価値観の多様化
■子育て家庭の孤立化
■経済的不安定

家庭の教育力の低下

児童虐待 養育放棄 子どもの貧困 不登校
いじめ ＳＮＳトラブル 過度なクレーム etc.



家庭教育支援上の課題

※子育て情報や学習機会の提供

※地域・保護者同士のつながりづくり

講演会・講座の開催

→ 出席者がごくわずか

→ 参加してほしい保護者の不参加

啓発資料の配付

→ どれだけ目を通してもらえるか？
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課題解決のために･･･

☆スクールソーシャルワーカーの配置(Ｈ20)
☆訪問型家庭教育相談体制充実事業(H21)

アウトリーチ型支援の実施

・支援が必要な家庭の把握

・個別相談対応

◎全戸訪問による支援の有効性
未然防止・早期発見・早期対応
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湯浅町：子どもや家庭への支援体制
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不登校 非行 家庭



「つながろう 湯浅！」
～人と人とがつながる家庭教育支援～

家庭教育支援事業の趣旨
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事業体制図
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子育て・家庭教育支援事業(H27)

子育て・家庭教育支援センターの設置

・相談窓口の一本化（役場１階）

・専門員の配置（ＳＳＷ・ﾁｰﾑﾘｰﾀﾞｰ）

・支援員の配置（支援チーム員）

全戸訪問（乳児～中学生の全家庭）

情報誌の配布（乳児～中学生の全家庭）

保健センター、保育所、幼稚園、小・中
学校、高等学校などとの連携
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子ども・子育て支援センター
「とらいあんぐる」
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スクールソーシャルワーカーの主な活動

学校（園所）・教職員からの相談対応

管理職との連携 教職員との情報交換 いじめ対策会議

授業観察 学校との定例的な会議 個別のケース会議

子どもや保護者からの相談対応

家庭訪問や面談等で直接支援 各関係機関につなぐ

家庭教育支援員との連携

支援員からの報告や情報への対応（学校への連絡・指導

主事への報告相談・支援員への返答・指示）

要保護児童対策地域協議会等における支援活動

関係機関との連携
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家庭教育支援チームって何をするの？
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子育て・家庭教育支援員の構成

リーダー(元保育所所長)：週３日
※県ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ（週２日）

サブリーダー(元保育所副所長)：週4or5日
訪問支援員（男性１名、女性１１名）

元校長、保護司、栄養士、民生児童委員、
母子推進委員、地域住民、

読み聞かせボランティア活動員
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具体的な活動内容

※支援が必要な家庭に対して、具体的にど
のような関わりを行っていけるのか？

家庭教育情報誌の作成・配付による啓発

家庭訪問によるつながりづくり・相談対応

家庭（保護者）への直接・間接的支援

◎家庭の安定＝子どもの健やかな成長

※学校や関係機関との連携
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子育て・家庭教育情報誌『すまいる』

「すまいる２」「Ｂａｂｙすまいる」「全戸配布用すまいる」

コンセプト：「つながろう 湯浅！」
誌面構成：「園・学校等紹介」「漫画」

「レシピ」「行事予定」等
内容
・保護者、子育て経験者の視点
・スクールソーシャルワーカーの視点
・保育所、幼稚園、学校現場の視点
・教育委員会の視点
・地域での見守りの啓発
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新『すまいる２』(幼保小中)と
『Ｂａｂｙすまいる』(乳幼児)
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情報誌『すまいる』配布状況

保護者向け（乳幼児から小中学校）※毎月発行
※家庭訪問による配布

（小・中学校世帯と乳幼児世帯、３ヶ月に１回）

Ａ湯浅小学校区 約３４０世帯

Ｂ山田、田栖川、田村小学校区 約１２０世帯

保育所・幼稚園・未就園児 約３４０世帯

Ｃ湯浅中学校区 約３２０世帯

町内全戸家庭向け ※年２回発行
※自治会を通じて町内回覧により配布
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子育て・家庭教育の取り組みを通して

全戸訪問をすることによって気になる家
庭の見守り・全世帯の状況把握

訪問時、保護者や家族の方と会話をする
ことで、つながりづくりや不安・不信感
などの解消（学校へのクレームの減少）

子育て・家庭教育支援室を設置すること
で、養育相談が増加

福祉と教育の協働

第三者が対応することのメリット
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ＤＶＤをご覧ください

22



ＳＳＷを中心とした支援体制

支援リーダー
（ＳＳＷ）

子育て・家庭教育支援員

地域・各家庭

学校・園所

子ども会

連携

児童相談所

関係機関

連携

定例会

助
言

報
告

情報誌配布
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学校との連携強化

支援方針の共有

子どもや保護者にどのような支援をしていくのか？

学校との情報共有

・家庭訪問後の報告（親の思い・学校への要望等）

個別ケース会義等での支援方針の共有

学校とＳＳＷ・地域の支援員と連携会議

小・中学校との連携会議

（小学校学習支援・中学校生徒指導・子ども会

・指導主事・ＳＳＷ）
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アウトリーチ型支援を行うにあたって

市町村・教育委員会による公的位置づけ

守秘義務、公共性、他機関との連携等

訪問支援活動のねらいの明確化

支援チームの組織及び体制づくり

訪問時の相談対応スキル等

園所・学校や専門機関との連携

健康福祉部局の事業との連携

全戸・個別訪問のメリットと実効性

25



家庭教育支援チームのねらい
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家庭教育支援チーム
「とらいあんぐる」

（ＳＳＷ・支援員）

第１層
（関心が高い保護者）

第２層
（中間的な保護者）

第３層
（関心が低い保護者）

高

家
庭
教
育
の
関
心

低

全
戸
訪
問
（小
・中
児
童
生
徒
）

循環型人材養成

家庭と地域のつな
がりの場の提供

移
行

移
行

移
行

移
行

実際の支援はＳＳＷが学
校や関係機関と十分連携
をしてチームとして活動



湯浅町教育委員会学校指導全体計画
「つながろう 湯浅！～学校・家庭・地域が一体となって子どもを育む町、湯浅町」

27



おわり
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